
 下関市入札監視委員会規則第５条第５項により、以下のとおり公表します。 

  

下関市入札監視委員会（第１３回）審議概要 

開催日時 平成２５年５月２４日 １３：３０ 

場所 下関市役所議会棟３階 第１会議室 

委員 

今村俊一（弁護士） 

太田周二郎（大学教授） 

岡孝（高等学校教諭） 

藤本博美（ファイナンシャルプランナー） 

審議対象期間 平成２５年１月１日 ～ 平成２５年３月３１日 

審議対象総件数  ３７件 （抽出工事名称） 

抽 

出 

案 

件 

条件付一般競争

入札 
１４件

川中土地区画整理事業に伴う国道１９１号整備

工事 

指名競争入札 １８件
川中土地区画整理事業に伴う川中本町二丁目

150・50mm 配水管布設工事 

随意契約 ５件
H23 南部汚水４号幹線布設工事（第１工区）に

伴う付帯工事（その２） 

指名停止等の運用状

況 
なし 

議事概要及び委員か

らの意見・質問、そ

れに対する回答等 

議事項目、意見等 別紙のとおり 

議事結果、回答 別紙のとおり 

委員会による意見の

具申又は勧告の内容 
特になし 

 



別紙 

議事項目、意見・質問 議事結果、回答 

川中土地区画整理事業に伴う国道１９１号整備工事 

 （下限値である）85％とは、

「ダンピング対策を講じてよ

りよい工事の施工をさせるた

め」が趣旨との理解をしてい

た。14 者も落札外なのに、こ

の価格では、落札外企業でも

工事ができると見受けられ

る。高い落札になったと市民

から声が上がった場合、どう

答えたら良いのか。 

 現状の制度では、下限値として予

定価格の 85％と設定。事前に電子

くじで 98.00～99.99％の数値を

かけることで、予定価格が当日決

定されるシステム。くじ等がない

場合、設計金額＝予定価格とな

り、下限の値が事前にわかってし

まい、業者が同額で入札するとい

った弊害が起こる。ダンピングを

防止する観点から、平成 24 年度

から下限値を 5％引き上げたとこ

ろであるが、よりよい工事の施工

のため、最低制限の制度について

は今後も検討していきたい。 

 構造物撤去工とは具体的にど

ういった工事だったのか。図

面のうち、安岡寄りの箇所は

どういった工事だったのか。

 既設の国道の線形を変えて交差

点にするため、歩道と車道の配置

を変えた事で、既設の側溝・縁石

の撤去・据替の工事となった。安

岡寄りの箇所については、川中土

地区画整理事業の区域内となり、

一部、宅地・歩道の造成工事が盛

り込まれている。 



川中土地区画整理事業に伴う川中本町二丁目 150・50mm 配水管布設工事 

 この規模の工事には８者程度

の指名が妥当なのか。 

 通常の指名競争だと、この金額で

は、要綱上６者となる。優良業者

指名競争入札のため、これに２者

をプラスして８者を選んでいる。 

 今回も予定価格が 99.88％、

落札率が 97.00％となった

が、予定価格、落札率ともに

高いのは工事の特徴なのか。

 優良業者指名競争入札の案件で

は、現場も通常と違い、施工の難

易度が高いということで、業者も

思い切って下げることができな

いのだろうと、あくまでも推測で

はあるが考えている。また、水道

管布設工事は、工事費のうち管材

料など二次製品の割合が高く、他

の部分で落とす事が難しいこと

も理由の一つかと考える。 

H23 南部汚水４号幹線布設工事（第１工区）に伴う付帯工事（その２） 

 下関市では納税者に対する説

明という意味合いで随意契約

とした理由をホームページで

公表しているか、あるいは、

公表する意向があるか。 

 ホームページでは公表していな

いが、適正化法以降、随意契約の

理由は各課所で閲覧するという

ことになっている。 

ホームページの公表については、

今後考えていかなければいけな

いと思う。 

 最近下水道の工事を見なくな

ったと思うのだが、執行率は

何％くらいなのか。 

 平成２３年末現在で 89.9％、普及

率が 69.9％である。 

 


